
江津商工会議所 地域経済動向調査報告（概要版） 

令和 8年度 第 1四半期（令和 8年 4月～6 月） 

（１） 調査時点 2026年 7月 27日時点 

（２） 調査方法 郵送・回答フォームにより実施 回答 59件 

（３） 調査対象 当所会員名簿から業種のバランスを考慮し抽出 
 

1. 景況天気図 
特に好調 好調 不変 不振 極めて不振 

     
50≦DI 25≦DI<50 0≦DI<25 ▲25≦DI<0 DI<▲25 

DI とは…（増加・好転・過剰の企業割合）－（減少・悪化・不足の企業割合） 

 

 

前年同期比 全業種 製造 建設 運送 卸・小売 
飲食・ 

サービス 

売 上 高 
          

▲ 22.0 ▲ 6.3 8.3 ▲ 40.0 ▲ 40.0 ▲ 45.5 

資 金 繰 り 
        

▲ 17.2 ▲ 6.3 ▲ 16.7 ▲ 25.0 ▲ 26.7 ▲ 18.2 

業 況        

▲ 30.5 ▲ 18.8 ▲ 41.7 ▲ 20.0 ▲ 33.3 ▲ 36.4 

採 算 

（経常利益）          

▲ 18.6 6.3 0.0 0.0 ▲ 60.0 ▲ 27.3 

雇用（今期水準）  ▲ 34.5 ▲ 31.3 ▲ 83.3 ▲ 20.0 ▲ 7.1 ▲ 27.3 

在庫（今期水準）  5.0 ▲ 13.3     28.6   

 

2. まとめ 

令和 8年度第 1四半期の地域経済は、業況や売上高のマイナス幅が前回調査から拡大し、

全体として景況感の厳しさが増す局面となっています。一方で、製造業における半導体関連

の受注増や海外需要の拡大など、一部で明るい兆しも見受けられます。 

経営上の課題としては、引き続き「仕入・材料価格の上昇」が最多となりました。事業者

からは、中東情勢等を背景とした材料の入荷困難や納期未定が業務の遅れを招いているとの

声や、価格転嫁に伴うエンドユーザーの「買い渋り」が目立つといった切実な声が寄せられ

ています。 

こうした「コスト高と供給不安」に加え、「従業員の確保難」や「需要の停滞」が地域企

業の収益を圧迫しており、厳しい経営環境下で新たな活路を模索する事業者への後押しが求

められます。 


